
改正概要 （設置免除の基準）

当該風力発電機群のうち海抜高の最も高い風力発電機及び当該風力発電機群の輪郭の始点及び終点にある風力発電機以外の風力発電機へ
の航空障害灯及び昼間障害標識（中光度白色航空障害灯が設置されている場合に限る。）の設置を免除
（設置免除の基準及び設置免除の基準の細目の改正）

中光度赤色航空障害灯の設置が免除される風力発電機

中光度赤色航空障害灯が設置された風力発電機

中光度白色航空障害灯及び昼間障害標識の設置が免除される風力発電機

中光度白色航空障害灯が設置された風力発電機

高さ３１５ｍ以下の複数の風力発電機（以下「風力発電機群」という。）が設置されている場合であって、当該風力発電機群のうち海抜高の最も高
い風力発電機及び当該風力発電機群の輪郭を示す風力発電機に、同時に閃光又は明滅する航空障害灯が設置されている場合には、以下のこ
とを可能とする。



改正概要 （設置基準）

風力発電機群において、風力発電機に設置する航空障害灯を高光度航空障害灯から中光度航空障害灯に変更

（設置基準及び設置基準の細目の改正）

高光度航空障害灯 中光度白色航空障害灯

１０５ｍ以下の
ほぼ等間隔

＝

＝

ナセル頂部が高さ105mを超える場合、ナ
セル頂部から地上までの間にほぼ等間
隔の位置にも航空障害灯が必要

現 行

ナセルナセル

１０５ｍ以下の
ほぼ等間隔

＝

＝

１５０ｍ
以上
３１５ｍ
以下

52.5m以下の
ほぼ等間隔

中光度赤色航空障害灯

中光度赤色航空障害灯
又は

低光度航空障害灯

ナセル頂部が高さ45mを超える場合、ナセル頂
部から地上までの間に、垂直距離で52.5m以下
のほぼ等間隔の位置にも航空障害灯が必要

＝

＝

改正

ナセル


